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ニュースダイジェスト                         

■ポリコム、インテグレーション向け新 VSX8000 シリーズ、

セットトップタイプ VSX7000 シリーズに 2 機種追加、VSX シ

リーズ向けソフトウェア バージョン 7.0 をリリース 

 

Polycom VSX8000 

 ポリコム（東京都千代田区）は、8 月 5 日、インテグレーショ

ン向けの新製品コーデックタイプテレビ会議システム

「VSX8000」と、セットトップタイプ VSX7000 シリーズに新たに

２機種追加、そして、Polycom VSX テレビ会議システム向け

のソフトウェア バージョン 7.0 を発表した。 

 まず、ソフトウェア バージョン 7.0 については、（１）

ProMotion 60fps や H.264 サポートによる高品質の映像クオ

リティ、（２）高音質ワイドバンドステレオサラウンド音声が可

能な 14Khz ポリコム・ステレオ・サラウンド、（３）Microsoft 

Live Communication Server と Nortel Networks Multimedia 

Communication Server(MCS)5100、5200 などとの SIP 互換

性をサポート、（４）Soundstation VTX1000 との統合、（５）

API コマンドのサポート、（６）多地点での画面分割とチェア

コントロール、（７）ISDN での音声通話、（８）QuickTime での

ウェブストリーミング、（９）クローズドキャプション（英語のみ）、

（１０）H.239 People+Content データ共有、（１１）SNMP、

UPnP、ウェブモニタリング、ウェブ管理などサポート、（１２）

INS64ｘ４本、INS1500、シリアル（V.35/RS-449/RS-530）な

どさまざまな回線インターフェイスに対応、（１３）設定により

最大 20 地点のテレビ会議、音声会議をサポート可能（最大

テレビ会議 10 拠点+音声 10 拠点）、（１４）シスコ AVVID を

サポートなどが特長となっている。このバージョン 7.0 は、 

 

VSX3000、7000、8000 シリーズの全てに適応される。ソフトウ

エアの出荷は、7 月下旬出荷開始している。 

 VSX8000 は、インテグレーション向けに開発されたハイエン

ド テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム で 、 ３ 機 種 ； VSX8000 、VSX8400 、

VSX8800 がある。ラックマウント型、１U タイプの筐体なため場

所をとらず、大会議室、教室、その他さまざまな用途のインテ

グ レ ーシ ョ ンに 高性 能な テ レ ビ会 議機 能を 提供す る 。

VSX8000 は、今回同時に発表された、VSX シリーズ向けのソ

フトウェア バージョン 7.0 を搭載。 

 VSX8000 シリーズはインテグレーションを念頭に置かれた製

品なため、さまざまなインテグレーションニーズに対応できるよ

うになっておりさまざまなインターフェイスを持つ。たとえば、プ

ロフェッショナルビデオコネクタ、フェニックスオーディオコネク

タ、米 Crestron や米 AMD など主要な会議室コントロールシス

テムや、同社の Polycom Vortex 音声システムや Polycom 

Soundstation VTX1000 などとの連携も可能になっている。具

体的には、VSX8000 の背面にある ConferenceLink インターフ

ェイスを利用して VSX8000 と VTX1000 の本体同士を接続。そ

うすることにより、VTX1000 をマイクとして利用（１４ｋｈｚ 16ｍ

X12ｍの広範囲をカバー：拡張マイク利用時）、VTX1000 で音

声通話、テレビ会議に参加、またVTX1000をマイクとして利用

することから会議テーブルの配線をすっきりするというメリットも

ある。 

 VSX8000 の出荷は、8 月下旬を予定している。 

 また、今回の新製品発表では、VSX7000 シリーズに新たに２

機種が追加された。VSX7400 と VSX7800。VSX7000 は、2003

年 10 月に発売したエントリーモデル。（ＣＮＡリポート・ジャパ

ン 関連記事：Vol.5 No.17 2003 年 10 月 15 日号）VSX7000

シリーズは、高品質なテレビ会議通信を必要とする会議室向

けに高解像度データの共有や多地点接続機能をオプションと

して提供する。 
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■ＶＳＸ８０００比較表 

 VSX8000 VSX8400 VSX8800 

価格（税抜き） \2,200,000 \2,460,000 \3,160,000

本体、リモコン ● ● ● 

マイク  ２ ２ 

ImageShare II  ● ● 

PowerCam  ●  

PowerCam Plus 

（ 音 声 追 尾 機

能） 

  ● 

内蔵 MCU   ● 

ステレオスピー

カーキット 

  ● 

■ＶＳＸ７０００比較表 

 VSX7000 VSX7400 VSX7800 

価格（税抜き） \998,000 \1,400,000 \2,100,000

本体、リモコン、

サブウーファー 

● ● ● 

マイク 1 1 2 

People+Content  ● ● 

セカンドモニター 

アダプタ 

 ● ● 

内蔵 MCU   ● 

ステレオスピーカ

ーキット 

  ● 

*ポリコム発表資料に基づきＣＮＡリポート・ジャパンにて作成 

VSX7800 は、IP/ISDN 混在の多地点接続機能（内蔵で 4

拠点、カスケードで最大 10 拠点）、VisualConcertVSX に高

解像度な H.239 People+Content、セカンドディスプレイ用

アダプタ、高品質なスピーカーキット、２つの VSX マイク、ポ

リコム・ステレオ・サラウンドなどをサポートしたセットトップタ

イプのテレビ会議システム。 

 また、VSX74000 は、VisualConcertVSX に高解像度な

H.239 People+Content、セカンドディスプレイ用アダプタ、

ポリコム・ステレオ・サラウンドなどをサポートしているセットト

ップタイプのテレビ会議システム。 

VSX7400、VSX7800 の出荷は 7 月下旬から行われている。 

国内では、日立ハイテクノロジーズ（東京都港区）、プリンスト

ンテクノロジー（東京都千代田区）などが販売している。 

 

■トーメンサイバービジネス Visual Nexus 新バージョン 2.2 を

リリース 

トーメンサイバービジネス（東京都港区）は、同社が販売す

るＰＣ向け H.323 対応のテレビ会議システム Visual Nexus の

新バージョン2.2を発表した。今回のバージョンアップでは、ポ

リコム、ソニー、タンバーグ等のテレビ会議端末から Visual 

Nexus を多地点サーバとして利用する際の利便性を向上させ

る目的のもので、（１）テレビ会議の運用を支援する管 (次頁

へ続く) 

-------------------------------------------------<AD>---- 
 

ここまで出来る！今注目の 

ビジネス向け Web 会議 

 (CUSeeMe の進化版） 

 

ファーストバーチャルコミュニケーションズ株式会社 

http://www.fvc.com 
------------------------------------------------------------- 

アエスラ(Aethra Italy) 

電話会議・テレビ会議 

世界第 4 位のテレビ会議 

メーカー 

http://cnar.jp/aethra 
 

 
＜広告＞イスラエル VCON のテレビ会

議製品情報（日本語）：日本地方自治

体等導入実績あり、PC タイプのテレビ

会議システムからセットトップタイプのも

のから MXM メディアエクスチェンジサ

ーバー、MCU、ストリーミング、開発ツ

ールキットなど幅広いニーズに対応。テ

レビ会議メーカー、大手 5 社に入る。 
HD5000 テレビ会議システム 

VCON  http://www.vcon.com 

-----------------------------------------------------------------<AD>------ 

http://cnar.jp
http://cnar.jp/fvc.htm
http://cnar.jp/aethra
http://cnar.jp/hkeis/public/VCON/vcon_02.htm
http://cnar.jp/fvc.htm
http://cnar.jp/aethra
http://cnar.jp/hkeis/public/VCON/vcon_02.htm
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 理ツールの強化、（２）多地点テレビ会議サーバによる４画

面分割表示機能の強化により、会議システムの拡張性の向

上などが行われている。 

バージョン 2.2 の追加機能としては、まず、Visual Nexus 

Meeting Server（多地点会議サーバ）においては、（１）サー

バの管理・運用を行うツールが Web 対応になり、会議室の

作成・編集やユーザーの追加・編集等のオペレーションが

Web ブラウザ上で行える。（２）４画面分割表示機能を強化

し、既存のハードウェアテレビ会議端末における４地点の映

像合成機能の対応機種を拡張、（３）対応 OS の追加、Red 

Hat Linux 9 に加え Red Hat Enterprise Linux 3（ES 及び

AS）の追加。ただし、Red Hat Linux 7.3 は対象外。 

Visual Nexus Endpoint（H.323 クライアントソフトウェア）に

ついては、アドレス帳機能を追加し、頻繁にコールする通話

先をアドレス帳に管理することによって簡単に通話先を呼

び出すことができ、また通話の着信・発信履歴の管理も可

能。呼び出し操作の使い勝手が向上。 

 

■トーメンサイバービジネス、英Ｖｉｓｕａｌ Ｎｅｘｕｓ子会社

増資 

 同社の株主向け広報誌「Monthly TCB Vol. 10」（8 月 16

日）によると、Visual Nexus の欧米での販売展開として英国

に設立された子会社 Visual Nexus Ltd.が 17 万英ポンド（約

3500 万円）の増資を行ったと報告し、そのうち TCB が 15 万

ポンド、同子会社社長のジェフ・シーブルック氏と CTO（最

高技術責任者）のスティーブン・ディビス氏が 2 万英ポンド

出資した。また同子会社の導入案件として、日系の証券会

社のロンドン子会社が第一号となった。またロシアの

AVICON 社が従来取り扱っていたハードウェア型システム

に加えてソフトウエア型システムをラインナップするために

Visual Nexus を採用、同社自ら購入していると書かれている。

（関連記事：ＣＮＡリポート・ジャパン V2.0 リリース：Vol.5 

No.21 2003 年 12 月 15 日、英国子会社設立：Vol.6 No.6 

2004 年 3 月 31 日） 

 日本国内では、アイピイ・ネット（東京都江東区）などが販

売している。 

 

■アバイア、Spectel を 1 億 300 万 USD で買収 

米アバイア社が、音声会議やウェブ会議多地点接続装置

やソリューションなどを開発販売する Spectel 社を 1 億 300 万

USD（約 114 億円）で買収。アバイアが Spectel を買収すること

により、アバイアの音声会議、あるいはウェブ会議などの製

品・ソリューションのラインナップの強化を図る。 

アバイアの Spectel 社はアイルランドダブリンと米マサチュー

セッツ州アンドーバーに拠点がある。同社の社員数は、約 210

名。現在約 500 の法人顧客を持つが、今年 4 月に米ワシント

ン DC で開催された Broadband Summit2004 で出展していた

同社社員に確認したところ、日本には販売パートナーはない

ようだ。 

 

■アエスラ、シーメンスインドとテレビ会議で提携 

アエスラ社は、同社のテレビ会議システム、電話会議システ

ムに関するディストリビューション契約をシーメンスインドと締結

した。今後インド国内、スリランカ、ネパール、バングラデッシュ、

モルジブ、アフガニスタンでのアエスラ社製品を取り扱う。 

シーメンスインドでは、これらの地域でのテレビ会議導入で

は価格が高いというのが課題と見るが、フルラインナップを持

つアエスラ製品によって高機能でありながら低価格製品によ

って導入がすすめばという見方を持つ。また、アエスラとの提

携によりワンストップショップでのコミュニケーション要望に対

応できると考える。 

アエスラのテレビ会議システム製品は日本国内では VTV ジ

ャパン（東京都港区）が取り扱っている。 

 

■IBE、MPEG-4 AVC/H.264 開発支援パッケージ発売 

アイ・ビー・イー（東京都千代田区）は、ウィンドウズ PC 上で

動作する MPEG-4 AVC/H.264 を使用したシステムソリュー

ション開発支援パッケージを 2004 年 7 月 21 日から販売開始

した。今回発売した MPEG-4 AVC/H.264 関連製品は、容易

にエンコード・デコード評価環境を構築することが可能なソフト

http://cnar.jp
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ウエア「Professional AVC/H.264 エンコーダーキット」、デー

タ互換性の保証などの規格適合性を容易に検証できるソフ

トウエア「Mindego Analyzer 4600」の 2 製品。価格はそれぞ

れ、19 万 9500 円（消費税込み）、115 万 5000 円（消費税込

み）。これらの製品により、MPEG-4 AVC/H.264 による研

究開発及び製品開発がより容易になる。 

 

■WorldGate 社とモトローラ、IP テレビ電話で提携 

 

モトローラのブロードバン

ド 関 連 部 門 が 、 米

WorldGate 社が開発する

SIP などに対応したＩＰテレ

ビ電話「Ojo」（写真左）の発

注を行った。発注額は、

500 百万 USD（約 5 億 5 千

万 円 ） 。 モ ト ロ ー ラ は 、

WorldGate 社の IP テレビ電

話のディストリビューション

パートナーとなっており、コ

ンシューマー向けブロードバンドソリューション“Connected 

Home”の一部として提供する。今回の発注は、2004 年 5 月

に取り交わされた両社間の複数年販売契約によるもの。出

荷・販売は今秋に開始する予定。また両者は、今後ブロー

ドバンドビデオテレフォニーソリューションを共同で開発して

いく計画を持つ。 

 

■フォージェント社、特許侵害で 11 社に対し訴訟提起 

テレビ会議向け運用管理システムなどを開発する、米フ

ォージェントネットワークス社は、米国特許 No.4,698,672 号

を侵害したとして、11 社を相手取り訴訟を起こした。訴えら

れた企業は、サンマイクロシステムズ社、Google 社、

Yahoo！社、Acer America 社など 11 社。同様な訴訟は、今

年の４月に 31 社に対しても行われており、同社の過去２年

間の知的財産権ビジネス収入は、9000 万 USD（約 100 億

円）に達する。JPEG 関連の基本的な特許を同社が持っており、

日本のデジタルカメラメーカーも対象となり、同社に対して特

許料等を支払った日本企業があるようだ。 

テレビ会議向け運用管理システムを提供する会社として米

テレビ会議メーカーVTEL 社から袂を分かち設立された会社

だが、本業自体の業績が思わしくなく知的財産権ビジネスへ

傾斜していると指摘する業界アナリストもいる。 

 

ショートニュース                          

 

◆グローバルクロッシング社、マイクロソフトの Microsoft Office 

Live Meeting をサービスにベースになる技術として取り入れる

ことにより、グローバルクロッシングの、グローバルユーザーに

対するウェブコラボレーション会議サービスの強化を行う。既

に同社のユーザーはトライアル的にサービスを利用できる。 

 

◆ポリコムは、チャイナユニコムが中国国内 320 以上の都市、

香港、台湾、米国、シンガポール、オーストラリアを結ぶ商用

ブロードバンド IP テレビ会議ネットワーク拡張プロジェクトの第

２フェーズが完了したことを発表。ポリコムは、2002 年の第１フ

ェーズからこのプロジェクトに参加し、Viewstation FX と

VS4000 を含む 800 台のテレビ会議端末、多地点接続装置

MGC-100 を 34 台、Polycom PathNavigator を 8 セット今まで

に納品している。（参照：英 Videoconferencing Insight 8 月 9

日号） 

 

◆ ブラジルテレコムは、企業とブロードバンド個人ユーザー 

向けのテレビ会議サービス「TVFone サービス」で提供するテ

レビ会議端末製品として、イタリアのアエスラのミッドレンジセッ

トトップテレビ会議システム Vega Star Silver を主要端末に選

定したと発表。 

Vega Star Silver 

http://cnar.jp
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業績発表：第二四半期（２００４年４月―６月）        

■ラドビジョン 
  

RADVISION売上推移
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イスラエルラドビジョン社の第二四半期業績発表によると、

ポリコム、タンバーグと同様（ＣＮＡリポート・ジャパン 関連

記事：Vol.6 No.12 2004 年 7 月 30 日号）に、過去最大の

売上げを記録した。第二四半期売上は、1570万USD（約17

億 3 千万円）。前年同四半期に比べ 35%の売上増、第一四

半期からは、9.8%増となった。第二四半期の純利益は、110

万 USD（約 1 億 2 千万円）。 

 同社の事業は NBU 部門と TBU 部門とにわかれるが、売

上的には、NBU 部門が 1130 万 USD（約 12 億 4500 万円）、

TBU 部門が 440 万 USD（約 4 億 8 千万円）。NBU 部門は、

同社の多地点接続装置ViaIPやゲートキーパー、ゲートウェ

イなどを販売するのが主な業務、TBU 部門は、それらの元

になる技術を開発、また H.323,SIP、MGCP、３G-324M など

のツールキットを開発企業などに供給している。ライセンス

企業数は 500 社以上。しかし、売上的には、NBU 部門がほ

ぼ 7 割以上を占める。 

 第一四半期と第二四半期を合わせた合計売上は、3000

万USD（約33億円）、前年同期の2270万USD（約25億円）

から 32.2%増。 

 第二四半期現在での現預金等の流動資産残高は、1 億

480 万 USD（約 115 億円）。当四半期において 260 万 USD

（約 2 億９千万円）増えた。キャッシュフローはプラスで推移。

負債はない。 

 

 

NBUとTBUとの売上比率推移（％）
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地域別売上推移（％）
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EMEA（欧州中東アフリカ）での当期四半期の売上げは特に 

強かったとのコメントが同社から出ている。アジア太平洋地区 

では、東南アジアを統括する営業拠点をシンガポールに設置。

極東地域では、今後中国、日本、韓国に注力していく。 

 
■VCON 
  イスラエル VCON 社の第二四半期の売上は、430 万 USD

（約 4 億 7 千万円）、前年同期の 390 万 USD（約 4 億 2800 万

円）から比べ１１％増。また、第一四半期の 420 万 USD（約 4

億 6 千万円）から 2.4%増であった。 

  第二四半期について、同社 CEO Yair Shamir 氏は次のよ
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うにコメント。「第一四半期と第二四半期を合計した売上は、

前年同期比２８％増でよい結果を示すものではあったが

我々の期待を満たすまでには行っていない。今四半期につ

いては、極東地域の売上げが弱かったことが全体の売上げ

に影響している。しかし、７月に販促に関する相当の施策を

うったので今年後半以降効果が出てくるものと見ている。」 

VCON売上推移

0

1

2

3

4

5

6

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

2003 2004

売上（百万
USD)

四半期毎売上

 

 VCON 社アジア担当によると日本において、最近 HD5000

や HD3000 の引き合いが結構あるようだ。今後受注に向け

て販売を強化していくものと思われる。（発売関連：ＣＮＡリ

ポート・ジャパン VOL.6 NO.3 2 月 15 日号） 

 

海外リポート                           

 

 
Bangkok International ICT Expo 2004 
日時： 2004 年 8 月 4 日－8 月 8 日 
会 場：タイ・バンコク IMPACT CONVENTION CENTER 
主 催：Reed Tradex Company Limited 

http://www.reedtradex.co.th/bangkokictexpo/ 

  バンコクは昨年１月インドに取材に行った際に経由地として

数時間寄ったが今回初めて訪問した。タイでは情報化社会、

知識社会を目指してＩＣＴ化（Information and Communication 

Technology）を進めるべく今年初めて、ICT Expo をタイ政府バ

ックアップのもと Reed Tradex Company 社が開催した。同社は

国内外で展示会ビジネスを手がける会社。来年も同時期頃に

開催予定とのこと。 

 

ＩＣＴ Ｅｘｐｏ―展示とカンファレンス、タイのテレビ会議、電話

会議状況は？ 

  ICT Expo は、内容的には展示会と並行して ITC 関連の、

エンドユーザー向けのカンファレンスが開催。展示会には特

に製品としては目新しいものはなかったが、タイでのテレビ会

議、電話会議の導入状況、ISDN 対ＩＰの割合、市場規模など

について出展社に取材した。 

まず、カンファレンスでは、テレビ会議関係では、ラドビジョ

ンがテレビ会議関係のセッションを行っていた。内容的には技

術やソリューションを紹介する内容だった。３０名ほどの聴講

者がいたが、講演者がテレビ会議の社内での利用について

質問したところ、１名のみの挙手でタイではテレビ会議はこれ

からという感じ。また、シスコはＩＰコミュニケーションなどについ

ての講演を行い、ＩＰコミュニケーションをいかに効果的に活用

できるかという観点から、シスコ社員が社内でどのようにＩＰ電

話やテレビ会議を使っているかという説明もあった。たとえば、

ＩＰフォンの電話番号のポータビリティ性や頻繁なテレビ会議

利用など。 

それ以外のセッションでは、ＶｏＩＰ、ブロードバンド関連など

も行われ最新の技術などについて講演が行われ、ちなみに、

ＶｏＩＰ関連では、ＮＥＣ日本からの講演者で日本のブロードバ

ンド状況を含めたＶｏＩＰの課題などについて発表し日本の状

況に熱心に質問をする聴講者もいた。 

 

タイのブロードバンド、価格が普及へのネック 

また、タイのブロードバンド状況については、TOT（日本の

ＮＴＴに相当する）が主にサービスを提供しているが、４万加

http://cnar.jp
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入程度。今後ブロードバンドの普及が課題。ある講演者は、

現在ではブロードバンドの利用料金が高いため、たとえば

1000 バーツ（約 2650 円）程度まで下がってくると普及に弾

みがつくのではないかとの意見があった。 

 

展示会―タイのテレビ会議、電話会議販売会社出展 

展示会では、メーカー出展はソニーと中国のＨｕａｗｅｉ以

外はなかったが、その他ではタイの販売会社の出展がほと

んど。ポリコム、タンバーグ、ＶＣＯＮ、アエスラ、ラドビジョン、

クリアワンなどのテレビ会議システムや電話会議システムに

ついては、タイの販売会社を通して展示されていた。ウェブ

会議系は、Mahidol 大学の展示のみのようだった。欧米系ウ

ェブ会議の大手は出展していなかった。 

シスコのブースでは今年発売になった VT Advantage とタ

ンバーグ社の TANBERG1000 テレビ会議システムとの連動

などのデモが行われていた。また、シーメンス・富士通共同

ブースでは、インターネットやメール、ＩＰテレビ電話などが

できるセットトップボックス、家庭向けソリューションを展示し

ていたが、シーメンスタイ シニアテクニカルエンジニア 

Teerayut Leewiboolsilp 氏によると、この製品は基本的にヨ

ーロッパ向けに開発されたものであるため日本市場への投

入はないようだ。 

 チャイナテレコムでは、PC 向けの無料の H.323 テレビ会

議ソフトウエアと、Huawei との IP テレビ会議ソリューションの

展示を行っていた。H.323ソフトウエアは、無料でチャイナテ

レコムの指定するホームページからダウンロードできるが、

IP テレビ電話サービスを利用することが前提となる。 

 またチャイナテレコムは、Huawei との関係を強化しており、

Huaweiのテレビ会議システムViewPointシリーズを統合させ

た IP テレビ会議ソリューションを提供している。 

 同社のマーケット担当課長代理の李氏によると、中国での

テレビ会議における IP 化はほぼ 100％と見ていいと言って

いた。 

 

タイのテレビ会議市場は、200～300 台程度、電話会議は

数千台程度 

 タイのテレビ会議市場、電話会議市場は、各ブースに回っ

て各社に聞いたが、どのブースからも異口同音に市場データ

が正式にまとめられていないためよくわからないという返事が

返ってきた。 

 しかし、各社から聞いた大体の値から平均すると、年間でタ

イでは、テレビ会議端末は、約200台から300台程度、電話会

議端末は、2000 台程度販売されていると推計される。 

 ある販社の社長の話だと、金額的には、テレビ会議端末、電

話会議端末、ＭＣＵなど総計でタイ市場は、400 万 USD（約 4

億 3900 万円）程度と予想する。 

 タイでの主なユーザーだが、政府機関を中心に、大学など

の文教関係、企業では、銀行、メーカーや石油関係などの大

手国際企業、外資系など。タイの国内一般企業への導入はこ

れからという感じのようだ。 

 タイでは、ある出展社の担当者から聞いた話だと、昨年タク

シン首相がテレビ会議を推奨し、タイ政府内に導入されたとい

う。タイ国内各県に設置したりして会議などに利用されている。

やはり１回だけの会議のために往復宿泊を含め数日をかけて

各県からバンコクに出張するのは、やはり時間的にもコスト的

にも無駄という考え方が浸透している。 

 

ＩＳＤＮはテレビ会議利用の７割、今後ＩＰ化は進む 

 タイではブロードバンド環境がこれからというのもあり、ISDN

でのテレビ会議利用が主流のようだ。ISDN でのテレビ会議利

用は、各社へのインタビューを通して聞いたが、どこも７割程

度と言っていた。IP は３割と説明するところもあったが、１割程

度ではないかというところもあった。その１割程度というところ

（販売会社）は、ISDN７割、IPが１割、V.35が2 割と言っていた。

ただどこの出展企業も IP 化への流れは必須と見ている。 

  

Mahidol 大学―大学内ウェブ会議システム開発 

タイの総合大学である Mahidol 大学では、教授と学生とで、

Ｆｌａｓｈベースのウェブ会議システムを開発した。同校のブース

では、ウェブ会議システム（写真下）など同大学で開発したシ
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ステムなどが展示されていたが、販売目的もとに開発したので

はなく、あくまで大学内で使うことを前提に開発したという。

大学内には、４

キャンパスありキ

ャンパス間での

オンラインミーテ

ィングや、講義

などに活用する

という。また、Ｆｌａ

ｓｈベースで開発したので、半年間で開発できたそうだ。た

だ、現在は、まだ映像のクオリティを改善したい考え。今後

こういったオンラインミーティングがタイでも活発に使われる

のではないかと見る。 

 

取材後感想 

 タイのテレビ会議、電話会議はこれからという印象を持っ

た。現在のタイのビックユーザーは、政府や国際企業、外資

系などが主でタイの一般企業はこれからという感じであった

が、電話会議よりもテレビ会議は顔が見えてデータ共有もで

きるのでいいとか、タイでは電話会議よりもテレビ会議がより

人気があるという声などは印象的だった。今後テレビ会議の

ＩＰ化は、タイのブロードバンドの普及とともに拡大していくの

ではないかと思う。 

今回 ICT は、大変盛況で受付のところから会場内は足の

踏み場もないくらいの人の入り。特に中高生の来場者を結

構見かけた。また、展示の内容がＣＮＡリポート・ジャパンで

リポートした大手の通信事業者やメーカー、システムインテ

グレーターなどだけでなく、別のフロア会場では、パソコン

やゲーム、通信機器、モデムなどの展示即売会なども行わ

れていた。 

あと、今回の展示会では、各国のパビリオンが設置され

日本パビリオンでは、ＮＴＴドコモやＮＴＴコミュニケーション

などが出展し、ドコモブースでは日本で販売されている携帯

電話などを展示していた。 

今までアジアについては、中国、台湾、インド、韓国、シ

ンガポールと見てきたが、今後もアジア地域を中心に、テレビ

会議、電話会議事情もＣＮＡリポート・ジャパンでリポートして

いければと考えている。アジアは、電話会議が強い欧米とは

違い、電話会議よりもテレビ会議に関心の高い市場ではない

かと感じる。 

（ＩＣＴリポート終わり） 

会場内写真 

 

Ｈ ｕ ａ ｗ ｅ ｉ 中 国 

Viewpoint 8060 、

8020 展示 
 
 
 
 
 
 
メディアストリーム社 

Ｔ Ａ Ｎ Ｄ Ｂ Ｅ Ｒ Ｇ 製 品 

TANDBERG7000、 
TANDBERG880 、

MCU など 
 
 

 
 
シスコ  
VT  Advantage 、

TANDBERG1000 との

連動 
 
 
 
 

 
チャイナテレコム Ｈ．

３２３ソフトウエアＩＰテ

レビ電話 
中国では IP でのテレ

ビ会議はほぼ１００％

とのこと 
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タイ CSC 社 
アエスラ、ラドビジョン、クリアワン（電話会議）、eConf など販売 

プラネットコム社、ポリコム製品

の販売、VSX7000、VSX3000、VTX1000,MGC 等 

ソニータイ  
PCS-1P、PCS-11P など展示。その他ソニーブースでは、ロボット

のＱｒｉｏに対する関心が高く

人通りが絶えなかった 
 
THS 社  
VCON 製品 HD3000 展示 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
シーメンス・富士通 
ホームユーザー向けセットトップボックス  
 

記事訂正とお詫び                        

Vol.6 No.12（7 月 31「日号）については、P6 ページのポリコム

の業績発表の第二四半期売上金額のドル額表示に誤りがあ

り訂正し、8 月 11 日訂正版に差し替えました。関係者の方々

にはお詫び申し上げます。 

誤：1338 万 USD  

正：1 億 3380 万 USD 

編集後記                              
WorldGate 社のテレビ電話ですが、そのデザインに思わず

うなってしまいました。テレビ電話の訴求点として顔を見てお

話ができますというのがありますが、それ以外にもテレビ電話

機のデザインというのが今まで若干軽視されてきていたので

はないかという気がしています。 

たとえばＦＯＭＡは全機種がテレビ電話できると思いますが、

テレビ電話をするしないにかかわらず、デザインでたまたま

FOMA にしたというドコモの加入者もいるのではないか、むし

ろそれが多いのではないしょうか。 

それと同じで一般のテレビ電話も同様に今後はそのデザイ

ンのあり方が重視されるのではないでしょうか。たとえばインテ

リアにあうとか、好みに合うとかです。まず形、色などから入る

というのもありかなという感じもしますがいかがでしょうか。 
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